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2021年度（令和03年度）FIT総会議事録

特集 総会報告

議 事
１．定 足 数

出 席 26名 、 委 任 180名 。 3月 13日 現 在 の 会 員 数 346名 であ り、 会 則 に 定 め る 定 足 数 を 満 た し、

総 会 成 立 。

２．会 長 挨 拶

昨 年 の 総 会 では 、 新 型 コロ ナ ウ イル ス対 応 として、 時 間 短 縮 の た め 会 長 挨 拶 は 省 略 す る こと

に しました 。 今 年 は 、2点 申 し上 げ ます 。

1点 目 は 、 新 型 コロ ナ 感 染 防 止 の 件 。 今 でも「緊 急 事 態 宣 言 」下 に あ り ま す 。 先 行 き は 、 不 透

明 。 政 府 が 「緊 急 事 態 宣 言 」を 解 除 す れ ば 、 Ｆ ＩＴ内 の 活 動 自 粛 も解 除 しま す が 、 感 染 の 環 境 は

悪 い ま ま です 。 変 異 ウ ィ ル スも増 えてお り 、 予 断 は 許 され ま せ ん 。 この よ うは 状 況 下 、 今 ま で以

上 に 安 全 に 注 意 を 払 って、 Ｆ ＩＴメ ン バ ー お よ び 参 加 され る お 客 さまよ り一 人 の 感 染 者 も出 さない

よ うに 、十 分 に 配 慮 した 活 動 を して頂 き た く宜 しくお 願 い します 。

2点 目 は 、広 報 部 会 の 件 。ホ ー ム ペ ー ジ（ＨＰ）以 外 に 関 しても、数 年 前 か ら広 報 部 会 は 考 え方

日 時 ：2021年 （令 和 03年 ）3月 13日 （土 ）13:00～ 14:30

場 所 ：林 友 ビ ル 6Ｆ会 議 室

出 席 ：26名

（目 次 ）
FIT 総 会 議 事 録
役 員 就 任 ・退 任 挨 拶
部 会 報 告 は １３１号 を 参 照 く ださい
各 種 活 動 報 告 は 廃 止 しま した（各 部 会 ・グル ー プ の H Pを 参 照 く ださい ）
木 の 日 研 修 報 告 と木 の 日 研 修 今 後 の 予 定 は 同 様 に 研 修 部 会 H P を 参
照 く ださい
私 の 好 き な フィー ル ド は 廃 止 しま した 今 後 は F I T H Pに掲 載 予 定 で す
新 入 会 員 か らの メ ッ セ ー ジ
事 務 局 だ よ り
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を 変 えた 方 が 良 い との 意 見 が 出 てい ま した 。 昨 年 6月 に 新 しい 広 報 部 会 の 在 り 方 を 検 討 す る プ ロ

ジェクト チー ム を 立 ち 上 げ 、 ほ ぼ 目 処 が 付 き ました 。 ＨＰに 関 しては 、 後 ほ ど新 しい ＨＰの デ モン スト

レ ー ションを 実 施 します 。広 報 部 会 員 の 手 当 に 関 しては 、そ れ までの 時 間 給 を 役 割 給 に 変 更 します。

Ｆ ＯＲ ＥＳ Ｔ通 信 を 年 6回 か ら3回 に しま す 。 結 果 、 予 算 が 大 幅 に 削 減 さ れ ま した 。 これ は 、 新 し い 広

報 部 会 員 の み ならず 、これ まで広 報 部 会 の 活 動 を 支 えてき た 皆 様 の 努 力 の 賜 物 です 。

新 ＨＰの 立 ち 上 が りは 4月 1日 の 予 定 。質 問 等 が あ れ ば 、プロ ジェクト チー ム に ぶ つ け て、 よ り良 い

もの に してい ってくだ さい 。

新 しい 執 行 部 は 、新 方 針 を しっか り作 って、新 しい 年 度 に 向 け て力 強 くスター ト してくだ さい 。

３．議 長 選 出

30年 の 安 久 正 敏 さん を 指 名 。（拍 手 で賛 同 を 得 る ）

４．2020年 度 活 動 報 告 福 田 事 務 局 長

（１） 昨 年 度 の 総 会 では 2020年 度 の 活 動 方 針 として① 知 名 度 アッ プ活 動 、 ② 活 動 資 金 助 成 制 度 の

活 用 促 進 、③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 策 の 推 進 を 掲 げ ました 。

しか しなが ら新 型 コロ ナ ウ イル ス感 染 症 が 昨 年 1月 16日 に 日 本 で初 め て発 症 が 報 告 され て以 来 、

未 だ に 終 息 の 見 通 しが 立 ってお らず 、 二 回 目 の 「緊 急 事 態 宣 言 」が 発 出 され 現 在 に 至 ってい ます 。

そ の た め 、FITとして令 和 2年 3月 か ら活 動 自 粛 となり、そ の 後 4月 7日 の 政 府 に よ る 第 一 回 目 の 緊 急

事 態 宣 言 が 発 出 、 5月 25日 宣 言 の 解 除 となりました 。 そ して令 和 3年 1月 7日 の 第 二 回 目 の 緊 急 事 態

宣 言 が 発 出 され 、 F ITの 活 動 としては 、 令 和 2年 6月 ～ 12月 の 7ヶ月 間 の み となってしま い ま した 。 ま

た 6月 、7月 、8月 の 夏 季 は 、 天 候 不 順 と、 密 を 避 け てマスク着 用 での 活 動 に 不 向 き なた め 、 多 くの イ

ベ ン ト が 自 粛 となりました 。

① 、 ② に つ い ては 知 名 度 アッ プ の 一 環 として平 成 28年 度 か ら実 施 してい る 「山 の 日 」制 定 記 念 高

尾 山 まる ごとグ リー ン クリー ン 作 戦 を 中 止 。 クラフト 出 店 してい た “日 比 谷 公 園 み どりの フェスティ バ

ル ”お よ び “す み だ 祭 り”等 が 開 催 中 止 となってお り、 活 動 資 金 の 利 用 は あ りませ ん でした 。 ③ に つ

い ては 、 よ り 多 くの 会 員 が 活 動 に 参 加 でき る た め の 会 員 の スキ ル デ ー タに 新 入 会 者 の アン ケ ー ト

結 果 を 反 映 し、 継 続 的 に 会 員 全 員 が 把 握 でき る よ うに 、 F ITホ ー ム ペ ー ジ会 員 限 定 ペ ー ジに 掲 載

しました 。 また FIT登 録 グ ル ー プを 実 状 に 合 せ て活 動 の 内 容 、 メ ン バ ー の 見 直 しを 継 続 的 に 実 施 、

FITホ ー ム ペ ー ジに 掲 載 しました 。そ の 他 会 報 の 一 般 へ の 閲 覧 を FITホ ー ム ペ ー ジ上 で、 継 続 して

実 施 しました 。

各 部 会 、 各 グ ル ー プの 活 動 は 、 密 を 避 け る た め 、 1班 の 人 数 を 絞 る 等 また お 客 様 の 自 粛 もあ り 、

2020年 12月 現 在 、 C ON E保 険 利 用 者 数 は 、 会 員 481名 、 一 般 1190名 、 イベ ン ト 数 79件 （月 平 均 約 11

件 ＠ 7ヶ月 ）となってい ます 。 （昨 年 度 ：会 員 約 1,118名 、 一 般 約 2,647名 、 イベ ン ト 数 163件 （月 平 均 14

件 ＠ 10ヶ月 ））。 各 部 会 活 動 に つ い ては そ れ ぞ れ の 報 告 に 委 ね ます 。 以 上 の よ うに 、 2020年 度 は 、

予 定 した 活 動 が でき なか った こともあ り、活 動 方 針 に 対 して十 分 な成 果 が 得 られ ず 2021年 度 に 引 き

継 い でい き た い です 。

（２）新 ホ ー ム ペ ー ジに つ い て（「未 来 の ホ ー ム ペ ー ジプロ ジェクト 」報 告 ）

6月 「森 の 日 」でプロ ジェクト チー ム を 立 ち 上 げ 、12月 「森 の 日 」でプロ ジェクト チー ム か らの 提 案 を 了

承 しました 。



会 長 斉 藤  幸 雄   （14年 ） 留 任

副 会 長 高 橋  喜 蔵   （04年 ） 留 任

事 務 局 長 藤 岡 　 　 眞   （28年 ） ★ 新 任

会 計 横 井 　 行 男   （29年 ） ★ 新 任

監 査 飯 塚  義 則   （29年 ） 留 任

広 報 部 会 長 宮 崎 　 　 健   （22年 ） ★ 新 任

安 全 部 会 長 入 江  克 昌   （27年 ） 留 任

事 業 部 会 長 長 谷 川 　 守   （24年 ） ★ 新 任

研 修 部 会 長 高 橋  喜 蔵   （04年 ） 留 任

友 の 会 運 営 部 会 長 芝 原 　 　 久   （30年 ） ★ 新 任
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一 昨 年 の 総 会 に お い て、「他 県 の 広 報 に 対 して経 費 に 差 が あ りす ぎる の では ない か 」とい う指 摘

が あ り、 他 県 の 実 情 調 査 等 を 実 施 してき ました 。 昨 年 ６月 に は 「未 来 の ホ ー ム ペ ー ジの あ り 方 」と

い うことでプ ロ ジェクト チー ム （女 性 を 含 む 合 格 期 を ま た が る 5名 で構 成 ）を 立 ち 上 げ 、 「森 の 日 」議

事 録 で報 告 の 通 りワ ー クを 進 め てき ました 。

プロ ジェクト チー ム での ワ ー クが ほ ぼ 固 まり、新 H Pへ の 移 行 が 可 能 な段 階 に なりました の で下 記

の 通 り連 絡 します 。

１）導 入 時 期

2021年 4月 1日 稼 働 開 始 （予 定 ）

※ 新 FITH Pでは 今 後 原 則 として西 暦 を 使 用 します 。

２）基 本 的 な方 針

① H Pの 主 要 な役 割 であ る 「外 部 ・一 般 の お 客 様 が 閲 覧 して役 立 つ 、 魅 力 あ る もの に す る 」、 同 時

に 「会 員 間 の 情 報 交 換 の 手 段 として活 用 す る 」を コン セ プト とします 。特 別 なスキ ル を 必 要 としない

H Pシステム “J IM D O”を 導 入 し、 個 々 の 会 員 が 誰 でも扱 え、 また 今 後 の よ り良 い 改 善 を 容 易 に しま

す 。

② 広 報 部 会 員 の 負 担 を 軽 減 し、 他 部 会 と同 様 に 現 在 の 時 間 給 （出 来 高 給 ）か ら役 割 給 とす る こと

に よ り、結 果 として広 報 部 会 活 動 に か か る 経 費 の 低 減 を 図 ります 。

５．2020年 度 収 支 決 算 報 告 藤 岡 会 計

収 入 1,751,001円 、支 出 1,217,512円 。当 期 収 支 533,489円 の 黒 字 となり,次 年 度 繰 越 金 は 2,492,453円。

また 特 別 会 計 （活 動 助 成 金 ）に つ い ては 、新 型 コロナ の 関 連 で対 象 イベ ントが 全 て中 止 となった 為、

実 績 ゼ ロ 。結 果 、1,140402円 を 令 和 03年 度 （2021年 度 ）に 繰 り越 します 。

６．監 査 報 告 飯 塚 監 査

適 正 処 理 を 確 認

（質 疑 ･応 答 ）

特 に なし

７．４～ ６の 採 決

拍 手 を 以 て承 認

８．令 和 03年 度 (2021年 度 )運 営 体 制



前 事 務 局 長 福 田 　 　 正 男   （ 2 4 年 ） 退 任
前 事 業 部 会 長 瀬 川 　 　 真 治 　  （ 2 1 年 ） 退 任
前 会 計 藤 岡 　 　 眞 　  （ 2 8 年 ） 退 任
前 広 報 部 会 長 田 川 　 裕 則   （ 2 5 年 ） 退 任
前 友 の 会 運 営 部 会 長 槙 田 　 幹 夫   （ 2 5 年 ） 退 任
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９．８の 採 決

拍 手 を 以 て承 認

１０．退 任 役 員 ・部 会 長 挨 拶

暫 時 休 憩 後 、新 任 役 員 ・部 会 長 挨 拶 の あ と審 議 再 開

（役 員 就 任 ・退 任 挨 拶 は 、次 号 会 報 に 掲 載 され る 予 定 ）

１１．令 和 03年 度 (2021年 度 )活 動 方 針 藤 岡 事 務 局 長

2020年 度 は 、 新 任 の 会 長 、 副 会 長 、 事 務 局 長 、 事 業 部 会 長 体 制 の 3年 目 でした 。 残 念 なが ら年

度 初 め よ り新 型 コロ ナ ウ イル ス感 染 症 に よ り 、 自 粛 要 請 等 に よ り 予 定 してい た 活 動 が 実 施 でき な

か った 1年 でした 。 2021年 度 もコロ ナ 禍 の 終 息 が 見 えない 中 、 お 客 様 お よ び 会 員 の 安 全 第 一 での

活 動 を 前 提 として、引 き 続 き 次 の 3点 を 重 点 的 に 推 し進 め ます 。① 知 名 度 アッ プ活 動 、② 活 動 資 金

助 成 制 度 の 活 用 促 進 、③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 策 の 推 進 です 。

① つ い ては 、 現 在 あ る イベ ン ト を 着 実 に マン ネ リ 化 せ ず 継 続 実 行 。 F IT腕 章 お よ び 名 札 の 着 用

に よ る アピ ー ル 。 ホ ー ム ペ ー ジに つ い ては 継 続 してイベ ン ト 募 集 を よ り集 客 を 目 的 に 一 般 閲 覧 者

に アピ ー ル す る 配 置 、構 成 の 検 討 を 進 め てい き ます 。

② に つ い ては 、 対 外 的 か つ 社 会 貢 献 活 動 は もち ろ ん の こと、 F IT会 員 が よ り 多 くイベ ン ト に 参 加

でき る よ う対 内 的 な活 動 に 適 用 し、活 用 促 進 を 図 ります 。

③ に つ い ては 、 新 作 され た ヘ ッ ド画 面 の ホ ー ム ペ ー ジを 活 用 し、 FITの 実 施 可 能 なイベ ン ト を 閲

覧 者 に わ か り 易 く伝 える 工 夫 を す る こと、 そ して事 業 部 会 で実 施 中 の イベ ン ト へ の 体 験 参 加 等 を

継 続 してい き ます 。

新 規 受 託 案 件 に つ い ては 、 事 業 部 会 お よ び 事 務 局 で連 携 して推 進 してい ます が 、 受 け 皿 となる

会 員 に 偏 りが あ り、一 部 に 過 大 な負 担 を か け てい ます 。 活 動 の き っか け を 持 てない 会 員 を 呼 込 む

方 策 の 知 恵 出 しを 継 続 してい き ます 。そ して多 くの 会 員 が 楽 しめ る 東 京 会 に してい き ます 。

１２．各 部 会 活 動 報 告 、年 次 計 画

各 部 会 か ら2020年 度 活 動 報 告 と令 和 03年 度 （2021年 度 ）運 営 計 画 が 報 告 され ま した 。 （内 容 は 会

報 131号 参 照 方 ）

（質 疑 ･応 答 ）

・Q1：友 の 会 の 説 明 の 中 で、 友 の 会 の 活 動 （講 座 等 ）に Ｆ ＩＴ会 員 も参 加 を でき る よ うに す る とい う考

えは 、良 い と思 い ます 。具 体 的 に 、募 集 の 仕 方 、参 加 費 用 は どうす る の です か ？ （小 勝 眞 佐 枝 ）

･A 1：現 在 、友 の 会 スタッ フで検 討 中 です 。（芝 原 友 の 会 運 営 部 会 長 ）
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・Ｑ２：「木 の 日 研 修 」は 、2020年 度 か らリモー ト での 実 施 を 開 始 し、参 加 者 が 増 えた の は 良 か った と

思 い ます 。 2021年 度 は す べ てリ モー ト とす る との 説 明 です が 、 もしコロ ナ が 終 息 した 場 合 に は 、 会

場 での 開 催 とリモー ト を 同 時 に 開 催 す る ことを 検 討 して欲 しい の です が 如 何 でしょ うか 。 （鍛 冶 健 二

郎 ）

Ａ２：技 術 的 な問 題 （リ モー ト が 可 能 な会 場 の 確 保 ）と費 用 の 問 題 (会 場 費 用 を 会 場 で参 加 す る メ ン

バ ー だ け での 負 担 で良 い の か 等 )が 想 定 され ます 。 研 修 部 会 お よ び 担 当 幹 事 の 負 担 も大 き くなり

ます 。知 恵 を 出 し合 って、解 決 策 が み つ か れ ば 実 施 を 検 討 します 。（高 橋 研 修 部 会 長 ）

１３．１１～ １２の 採 決

拍 手 を 以 て承 認

１４．令 和 03年 度 (2021年 度 )収 支 予 算 横 井 会 計

収 入 1,859,341円 （内 会 員 1,740,000円 、 友 の 会 135,000円 、 他 に 振 替 手 数 料 、 金 利 ）、 支 出 1,420,415

円 （内 交 通 通 信 経 費 380,000円 、一 般 経 費 1,040､415円 ）。当 期 収 支 は （収 入 -支 出 ）で＋ 438,926円 と

なる が 、 2020年 度 決 算 繰 越 金 （一 般 会 計 ）よ り1,000,000円 を 取 り崩 し特 別 会 計 に 繰 入 した の で、 当

期 収 支 は 、△ 561,074円 。

特 別 会 計 （活 動 助 成 金 ）の 2021年 度 年 初 残 金 は 、上 記 1,000,000円 が 増 額 となり、2,140,402円 。

（質 疑 ・応 答 ）

Ｑ１（参 考 意 見 ）：広 報 部 会 の 予 算 です が 、各 担 当 部 員 手 当 が 年 間 8,000円 /人 で設 定 され てい ます。

自 分 は 所 属 ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟの ＨＰを 担 当 してい ます が 、 毎 日 アクセ スしてい て、 作 業 量 は か なり 多 い 。 課 金

も暫 定 では あ ります が 年 間 24,00０円 ほ どとなってい ます 。 広 報 部 会 の 各 担 当 部 員 手 当 が 少 な過 ぎ

てか わ い そ うな気 が します 。（稲 葉 力 ）

１５．１４の 採 決

拍 手 を 以 て承 認

１６．議 長 解 任

１７．閉 会 （14:30）

尚 、 総 会 終 了 後 、 同 会 場 に て30分 ほ ど 、 新 広 報 部 会 に よ り 、 作 成 中 の 新 ＨＰを 画 面 に 投 影 して

の デ モン スト レ ー ション お よ び 質 疑 応 答 が 行 わ れ ま した 。 新 ＨＰの 使 い 方 や 構 成 に 関 す る 質 疑 応

答 の 他 に 、新 広 報 部 会 の 組 織 、役 割 分 担 の 開 示 が 求 め られ ました 。

決 まり次 第 、新 広 報 部 会 よ り連 絡 され ます 。（決 まりました の で次 の ペ ー ジに 掲 載 ）



区 分  担 当 項 目  担 当 者  概 要  

継 続  イ ベ ン ト 情 報  有 村 英 信  
実 施 日 ・ 締 切 日 ・ タ イ ト ル (U R L )・ 概 要

( C & P )  

継 続  森 づ く り  清 水  好 博    

継 続  自 然 発 見  宮 﨑  健  
高 尾 山 巡 回 日 誌 (C & P )・ 森 遊 倶 楽 部 情 報

( C & P )・ 自 然 情 報 ( C & P )  

継 続  会 員 の ペ ー ジ Ⅰ  鍛 治  健 二 郎  

フ ァ イ ル 交 換 シ ス テ ム  M L 添 付 の 代 用  

『 新 」 会 員 の ペ ー ジ に 移 行 ま で の 期 間 限

定  

継 続  会 員 の ペ ー ジ Ⅱ  鍛 治  健 二 郎  

内 部 公 式 書 類 保 存 （ 総 会 議 事 録 ・ 会 計 報

告 書 等 ） ど の 書 類 を 保 存 す る か 事 務 局 で

検 討 （ や み く も に 保 存 は 無 駄 ）  

新 規  「 新 」 会 員 の ペ ー ジ  清 水  好 博  個 人 情 報 を 含 む デ ー タ は 保 存 不 可  

継 続  友 の 会  清 水  好 博  U R L  部 会 H P 作 業 支 援  

新 規  事 業 部 会  清 水  好 博  U R L  部 会 H P 作 業 支 援  

新 規  研 修 部 会  清 水  好 博  U R L  部 会 H P 作 業 支 援  

新 規  我 々 の 活 動  宮 﨑  健  U R L  最 初 の フ ォ ー マ ッ ト の み  

新 規  H P 全 体 の 調 整 監 督  小 野  梨 香  
H P 内 不 適 切 な コ ン テ ン ツ 牽 制  改 善 助

言  

新 規  サ ー バ ー 契 約 更 新  鍛 治  健 二 郎  延 長 手 続 き と 継 続 料 金 の 支 払 い  

継 続  フ ォ レ ス ト 通 信  宮 﨑  健  
投 稿 依 頼 は 個 々 の 担 当 者 に メ ー ル で 直 接

依 頼 す る  

流 動 的  活 動 報 告  有 村  英 信  

イ ベ ン ト 情 報 ナ ビ ボ タ ン 下 に 実 施 報 告 ボ

タ ン 設 置 し て 報 告 文 （ U R L ） イ ベ ン ト 情

報 実 施 日 経 過 分 を 活 動 報 告 表 に 移 動 さ せ

る  

流 動 的  会 員 紹 介  有 村  英 信  
近 い う ち に 千 葉 イ ン ス ト ラ ク タ ー 方 式 に

変 更 見 込 み  

廃 止  地 域 活 動  不 要  
F I T 杉 並 会 し か 無 い の で 「 我 々 の 活 動 」

に 移 管  
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新 年 度 よ り 、 前 任 の 福 田 さん か ら引 継 ぎ、 事 務 局 長 を 仰 せ つ か り ま した 藤 岡 眞 です 。 平 成 28年

合 格 であ り 、 昨 年 末 で森 林 イン ス ト ラクタ ー に なって4年 が 経 過 しま し た 。 た か だ か 4年 、 ま だ ま だ

修 行 中 の 身 では あ ります が 、この よ うな大 役 を 仰 せ つ か り、身 の 引 き 締 まる 思 い でお ります 。

Ｆ ＩＴに 入 会 した お 陰 で、 見 識 溢 れ る 方 々 に お 会 い す る ことが でき 、 多 くの 経 験 を させ てい た だ き

ま した 。 そ れ ま で、 気 が 付 い てい なか った 自 然 の 豊 か さ、 面 白 さ、 大 切 さも知 る こともでき ま した 。

昨 年 度 は 、 新 型 コロ ナ の 影 響 で、 思 うよ うな活 動 が でき ず 忸 怩 た る もの が あ り 、 今 年 もま だ コロ ナ

禍 は 終 息 してお らず 、引 き 続 き 慎 重 な行 動 が 求 め られ てお ります 。この よ うな状 況 の 中 に あ っても、

役 員 就 任 ・退 任 挨 拶

＜ 事 務 局 長 ＞

就 任 の 挨 拶 藤 岡 眞

2021年 4月 1日 か らの 広 報 部 会 HP関 連 担 当 表
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Ｆ ＩＴの 活 動 そ の もの は 、 社 会 的 に も価 値 の あ る もの だ と私 自 身 確 信 してお り ます 。 極 力 皆 様 方 の

活 動 が 円 滑 に 行 える よ うに 、 事 務 局 として最 善 を 尽 くしてい く所 存 であ り ます 。 基 本 的 な活 動 方 針

は 、斎 藤 会 長 、福 田 前 事 務 局 長 の 路 線 を 踏 襲 して参 ります が 、新 しい 仲 間 も毎 年 入 って来 ます し、

新 しい 時 代 に ふ わ さしい 活 発 な活 動 を 実 現 す る べ く、 皆 様 の 知 恵 を 拝 借 しなが ら進 め て参 り ます

の で、ご指 導 、ご支 援 の ほ ど宜 しくお 願 い 申 し上 げ ます 。

会 員 の み なさま、 ３年 間 お 世 話 に なり あ り が とうござ い ました 。 み なさまの ご協 力 で大 き な事 故 ・

事 件 もなく事 務 局 の 大 役 を こなせ る ことが でき ました 。 特 に 外 部 案 件 では 、事 業 部 会 長 の 瀬 川 さん

は じめ 事 業 部 会 員 の み なさまに 多 大 なご協 力 を 頂 き 、 多 くの 案 件 を 実 行 す る ことが でき 、 感 謝 して

い ま す 。 ま た ４月 よ り 導 入 され た 新 ホ ー ム ペ ー ジ では 短 期 間 で立 ち 上 げ に 尽 力 を 注 い で頂 い た

プロ ジェクト チー ム メ ン バ ー に 感 謝 い た します 。

これ か らは 、一 会 員 としてFITの 活 動 に 参 加 、協 力 を してい き ます 。最 後 に なります が 、会 員 の み

なさまに は 、新 事 務 局 長 に これ まで以 上 の ご協 力 、ご支 援 を お 願 い 致 します 。

この 度 、 Ｆ ＩＴの 会 計 を 前 任 の 藤 岡 眞 さ ん か ら引 き 継 い で 、

担 当 す る ことに なりました 横 井 行 男 （平 成 29年 ）と申 します 。 Ｆ Ｉ

Ｔに 入 会 して3年 経 ち 、 今 年 1月 に “Ｆ ＩＴ新 年 会 “の 開 催 を 準 備

してまい りました が 、 コロ ナ 禍 に よ り”新 年 観 察 会 “”新 年 懇 親

会 “が 開 催 でき ず 、 3年 目 を 終 える ことに なってしま い ま した 。

先 輩 方 が 作 り上 げ てき た 、 Ｆ ＩＴ入 会 後 3年 間 に Ｆ ＩＴの イロ ハ を

勉 強 させ てもらえる 期 間 を 作 ってい た だ き 感 謝 申 し上 げ ます。

会 計 の 大 役 を 引 き 受 け る に あ た り 、 正 確 で、 皆 様 に わ か り

や す い 明 瞭 性 に 心 が け てまい ります 。また 、Ｆ ＩＴの 社 会 貢 献 活 動 に ご尽 力 され てお られ る 皆 様 方

の 活 動 に 少 しでもお 役 に 立 つ よ う迅 速 に 対 応 して ま い り た い と 思 ってお り ま す 。 斎 藤 会 長 、 藤 岡

事 務 局 長 を 補 佐 し、 Ｆ ＩＴの 発 展 に 微 力 なが ら努 力 してまい り ます 。 今 後 の ご指 導 の 程 、 よ ろ しくお

願 い い た します 。

会 計 を 2年 間 勤 め て参 り ました が 、 この 度 退 任 す る ことに なり ま した 。 会 計 の 主 な仕 事 は 、 運 営

部 会 等 の 決 算 と予 算 を 取 り ま とめ る こと、 会 員 の 皆 様 よ り 会 費 を 納 入 して頂 い て、 運 営 部 会 の 予

算 に 従 って分 配 す る ことに 尽 き る 訳 で、そ れ ほ ど複 雑 な業 務 では あ りませ ん 。そ れ でも、お 金 の 管

理 は 間 違 い が あ っては なり ませ ん し、 皆 様 の ご協 力 が ない とうまく回 り ませ ん 。 しか も、 ゆ うち ょ 銀

行 の システム が 刷 新 され た こともあ って、新 システム に 慣 れ る の に 結 構 苦 労 しました 。

改 め まして、ご協 力 頂 き ました 皆 様 に お 礼 を 申 し上 げ ます 。

退 任 の あ い さつ 福 田 正 男

＜ 会 計 ＞

就 任 の 挨 拶 横 井 行 男

退 任 の 挨 拶 藤 岡 眞
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新 年 度 よ り、 前 任 の 田 川 さん の 後 任 として広 報 部 会 長 を 担 当 す る ことに なった 宮 崎 健 （H 22年 ふ

た ば 会 ）です 。 開 始 時 期 は バ ッ クナ ン バ ー か ら2005年 頃 か らと 推 測 しま す が （IT環 境 が 整 わ ぬ 時

期 か ら）長 い 間 に 渡 りFITホ ー ム ペ ー ジ(H P)を 立 ち 上 げ 維 持 され てき た 諸 先 輩 に 敬 意 を 表 します。

現 在 では H P用 の ソフト が 格 段 に 進 歩 した ことに よ り 特 殊 な技 能 が 不 要 となり 「低 コスト ・シン プ ル ・

顧 客 指 向 」の ホ ー ム ペ ー ジを 目 指 して新 しい FIT H Pを 立 ち 上 げ ます 。 皆 様 の ご支 援 を 頂 か ない と

維 持 運 営 が 困 難 です の でよ ろ しくお 願 い します 。

これ までは 重 複 す る 作 業 が 多 々 あ った の で可 能 な限 り 最 初 に 担 当 した 方 が 作 られ る デ ー タ（原

稿 や 写 真 等 ）を 活 か して使 い 回 す ことで皆 さん が 作 業 効 率 を 高 め 、 よ り良 い ボ ラン ティ ア活 動 に 資

す る ことを 広 報 部 会 の 使 命 と考 えてお ります の でよ ろ しくお 願 い します 。

3月 31日 。 桜 は 満 開 です 。 3月 13日 の 総 会 で3年 間 担 当 した 広 報 部 会 長 を 退 任 しました 。 FITでの

活 動 は ギ ブ＆ テイクとい っても、そ の バ ラン スは 難 しい もの です 。

広 報 部 会 長 として、 森 林 イン スト ラクター の 知 名 度 アッ プ や 資 質 向 上 を 図 ってき ました が 、 担 当 し

た 当 初 に 考 えた ことが 半 分 もでき なか った と思 い ます 。

今 後 は 、 新 た な広 報 部 会 が 新 しい 風 を 起 こす ことを 期 待 しま す 。 3年 間 支 えてくだ さった FIT会 員

の 皆 様 あ りが とうござい ました 。これ か らは 普 通 会 員 に 戻 ってFITの 活 動 に 参 加 してまい ります 。

この 度 、 事 業 部 会 を 担 当 す る 事 に なり ま した 長 谷 川 守 （24年 ）です 。 前 任 者 の 瀬 川 さん を 初 め

歴 代 の 事 業 部 会 長 の 実 績 ・安 定 性 を 引 き 継 ぐ事 は 大 変 な重 荷 であ ります が 、 Ｆ ＩＴ入 会 以 来 今 日 ま

で大 変 多 くの 会 員 方 々 に ご指 導 を 頂 き ました の で、 これ が 人 生 最 後 の ご奉 仕 と思 って努 力 した い

と思 い ます 。

事 業 部 会 の 担 当 案 件 は 多 岐 に 渡 ってい ます が 、参 加 した 皆 様 （会 員 、お 客 様 共 に ）に “参 加 して

良 か った 、楽 しか った 。次 回 も参 加 した い 。 ”とい う満 足 感 を 味 わ って頂 け る よ うな運 営 を 心 掛 け た

い と思 い ます 。 会 員 の 経 験 ・観 察 会 スキ ル は 様 々 です が 、 調 和 を 図 り なが らお 互 い に 知 識 ・知 見

が 深 ま ってい く事 を 望 ん でい ます 。 事 業 部 会 スタッ フとして多 くの 会 員 に 運 営 を 担 って頂 き 、 これ

までと同 様 に 信 頼 され 、 加 えて“見 通 しの 良 い ”事 業 部 会 であ り た い と思 ってい ま す 。 会 員 の 皆 様

の ご協 力 ・ご支 援 を よ ろ しくお 願 い します 。

F IT組 織 の 中 で事 業 部 会 の 大 き な役 割 は 、 「F IT会 員 の 活 躍 す る 場 」を 広 く提 供 す る ことと認 識 し

取 り組 み ました 。2つ の 柱 を 意 識 しました 。一 番 目 は 「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」等 の 諸 先 輩 が 構 築

し既 に 取 り組 ん でい る 案 件 を 確 実 に 実 施 す る ことでした 。二 番 目 は 事 務 局 との 連 携 を 密 に 行 い 増

加 してい る 外 部 案 件 に 積 極 的 に 取 り組 む ことでした 。外 部 案 件 に つ い ては 既 に 取 り組 ん でい る 継

退 任 の 挨 拶 田 川 裕 則

＜ 事 業 部 会 ＞

就 任 の 挨 拶 長 谷 川 守

退 任 の 挨 拶 瀬 川 真 治

＜ 広 報 部 会 ＞

就 任 の 挨 拶 宮 﨑 健
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続 案 件 と 新 規 の 案 件 が あ り ま す 。 ひ とり でも多 くの 皆 さま が 各 種 の イベ ン ト ヘ 参 加 でき る よ うに

部 会 運 営 を 「見 える 化 」し、よ りオ ー プン な形 での 情 報 発 信 に 努 め ました 。

担 当 した 3年 間 を 振 り 返 って、 「多 少 は 前 に 進 め た か な！ 」とい う感 じです 。 特 に 2020年 度 は 新

型 コロ ナ ウ イル スの 感 染 拡 大 に よ り、準 備 した に も拘 らず 多 くの イベ ン ト が 中 止 に なりました 。主

幹 事 の 皆 さま に は 「催 行 是 非 」の 判 断 等 でも大 変 なご苦 労 を さ れ た と思 い ま す 。 一 日 も早 くコロ

ナ 禍 が 終 息 し、マスク無 しで行 動 でき る ことを 切 に 願 い ます 。

事 業 部 会 の 皆 さま を 始 め 沢 山 の 方 々 に ご協 力 を 頂 き ま した 。 この 場 を 借 り てお 礼 を 申 し上 げ

ます 。あ りが とうござい ました 。

30年 （み わ の 会 ）芝 原 です 。今 年 度 よ り「F IT友 の 会 」運 営 部 会 長 を 務 め させ てい た だ き ます 。

槙 田 ：前 部 会 長 に は 、 コロ ナ 禍 の 「F IT友 の 会 」運 営 の 並 び に 、 F IT内 の 「F IT友 の 会 」組 織 ・運 営

の 整 備 ・確 立 に 長 らくご尽 力 い た だ き 、誠 に あ りが とうござい ました 。以 前 同 様 、皆 さまの ご指 導・

ご支 援 ・ご協 力 ど うぞ 宜 しくお 願 い い た します 。 この 場 を お 借 り して、 友 の 会 に 関 わ り あ り ました

諸 先 輩 方 ・関 心 の あ ります 方 か らの お 話 ・連 絡 ・色 々 あ ります こと期 待 してお ります 。

今 年 度 も変 わ らず 「F IT友 の 会 」の 「資 格 取 得 支 援 ・入 会 者 拡 大 」、 「F ITの 活 動 を 担 う人 材 の 育

成 」、 「知 識 ・楽 しい 場 所 づ くり」、 「F IT会 員 の 教 育 でき る 場 所 」を ふ くめ 務 め て参 ります 、 どうぞ よ

ろ しくお 願 い 申 し上 げ ます 。

2015年 か ら6年 間 、 F IT友 の 会 運 営 部 会 長 を 担 当 しま した 。 講 師 や 運 営 スタッ フとしてFIT会 員

の 皆 様 の ご協 力 を 頂 き 運 営 でき ました 。有 難 うござい ます 。

  F IT友 の 会 に は 2013年 に 入 会 し森 林 イン スト ラクター の 資 格 を 取 得 しました 。 当 時 は 18時 ～ 20

時 まで座 学 主 体 の 受 験 対 策 講 座 でした 。 高 尾 山 での 森 林 実 習 、 井 の 頭 公 園 での 野 外 ゲ ー ム の

実 習 が 印 象 に 残 り「養 成 講 習 テキ スト 」の 内 容 を 理 解 す る 上 で大 変 役 立 ち ました 。 

2014年 末 そ れ までFIT友 の 会 運 営 部 会 長 を 務 め てい た 佐 野 さん が 転 勤 で東 京 を 離 れ る ことに

なり 、 急 遽 運 営 部 会 長 を 引 き 継 ぎま した 。 自 分 が 会 員 の 時 の 経 験 を 踏 ま えて 、 F IT友 の 会 会 員

が 森 林 イン スト ラクター の 資 格 取 得 す る た め に は 、 どの よ うな形 で支 援 す る の が 良 い か 考 え「資

格 取 得 支 援 講 座 」として、 4科 目 に つ い て、 半 日 は テ キ スト に 沿 った 講 義 と演 習 の 座 学 、 半 日 は

テキ スト の 内 容 を 理 解 す る の に 役 立 つ 野 外 実 習 の プロ グ ラム としました 。

資 格 取 得 支 援 だ け では なく、 資 格 取 得 後 に 役 立 つ よ うに 「野 外 活 動 実 習 」として、 高 尾 山 親 子

自 然 観 察 会 の リハ ー サ ル に 参 加 し、資 格 取 得 後 に 自 分 た ち で運 営 を 担 当 す る 親 子 観 察 会 の 様

子 を 見 学 体 験 す る 機 会 を 作 り ま した 。 また 二 次 試 験 の 実 技 に 役 立 つ よ うに 、 5分 間 での 植 物 解

説 の 実 習 を 含 む 「自 然 観 察 」基 礎 研 修 を 企 画 実 施 しました 。

講 座 の 講 師 や 運 営 スタッ フの ご協 力 で、 沢 山 の FIT友 の 会 会 員 が 森 林 イン スト ラクター の 資 格

を 取 得 し、 同 期 入 会 した メ ン バ ー の 代 表 として、 また FIT役 員 として活 躍 され てい る 姿 を み る と大

変 嬉 しい 限 りです 。FIT及 び FIT友 の 会 、今 後 の 益 々 の 発 展 を 祈 ります 。

＜ 友 の 会 ＞

就 任 の 挨 拶 芝 原 久

退 任 の 挨 拶 槙 田 幹 夫



フォレスト通信vol.132 ᲀ ᲀ10ᲀ ᲀ

新入会員（ニレの会）からのメッセージ

丸 山 英 二

２０ １ ４ 年 、 高 尾 山 登 頂 の 際 に 森 林 イン ス トラクタ ー の 腕 章 を し た 方 々 が 登 山 客 の 皆 さ ん に 説 明

を さ れ な が ら歩 いて いる と ころに遭 遇 し ま し た 。 そ の 姿 に憧 れ を 感 じ 、 そ の 夏 の 講 習 会 に 参 加 し て

森 林 イン ス トラ ク タ ー を 目 指 し ま し た 。 し か し 仕 事 と 試 験 勉 強 と の 両 立 が 伴 わ ず 、 念 願 の 合 格 通

知 を 手 に す る こ と が で きた の が ２ ０ ２ ０ 年 。 健 康 の た め に 高 尾 山 の 頂 上 を 目 指 し て 歩 い て い た だ

け の 私 で し た が 、 四 季 折 々 の 高 尾 山 や 自 然 の 移 り変 わ りを も っ と 知 りた い 、 そ し て 観 光 に 訪 れ る

方 々 に 自 然 の 持 つ 美 し さ を 伝 え た い と い う モ チ ベ ー シ ョン は 萎 え る こ と は な く、 あ きら め ず に 本 当

に 良 か っ た と 思 い ま す 。 ま た 、 地 球 温 暖 化 に よ る 異 常 気 象 が 頻 発 す る 昨 今 、 次 世 代 の 若 い 人 た

ち が 災 害 の な い 安 心 安 全 な 環 境 で 生 活 し て い ける よ う に 、 「地 球 を ま も る 」こ と を 勝 手 な が ら 自 分

の 使 命 と し て 実 現 す る た め に、 楽 し み な が ら皆 様 と 活 動 し て 行 きた いと 思 いま す 。

葛 西 宗 紀

訳 が あ って 会 社 が 嫌 に な っ た 。 調 子 を 崩 し 、 退 職 も 考 え た 。 会 社 と い う 狭 い世 界 に 依 存 し て 生 き

る 危 う さ に や っ と 気 づ い た 。 健 康 寿 命 と い わ れ て い る 75歳 ま で を エ ン ジ ョイす る た め （で きれ ば そ

の 後 も ・・）、 今 後 の ５ 年 間 を キ ャ リア チ ェン ジ の 助 走 期 間 に 設 定 し 、 知 識 の 蓄 積 （学 び ）と 人 脈 形

成 （コ ミ ュニ テ ィ）を 軸 と し て 、 さ ま ざ ま な 経 験 を 積 む こ と に し た 。 大 好 きな 登 山 や キ ャ ン プ を 中 心 と

す る 野 外 活 動 を 、 単 な る 趣 味 か ら 、 社 会 教 育 や 社 会 福 祉 に リン ク さ せ て い く挑 戦 が そ の 一 つで あ

る 。 特 に 子 ど も や お年 寄 りが 、 野 外 活 動 を 通 じ て 自 然 の パ ワ ー を 感 じ 、 「明 日 が 待 ち 遠 し い ！ 」と

元 気 よ くイキ イキ と 生 活 で きる よ うな 取 り組 み を し て み たい。 「森 林 」に関 す る 「学 び 」と 「コミ ュニ ティ」

について は 、 FITで 様 々 な 活 動 に参 加 す る こと で 十 分 に達 成 で きそ う だ と 感 じ て いる 。 仲 間 を 作 り、

先 輩 か ら教 わ りな が ら目 標 にア プ ロ ー チ し て いきた い。

森 正

5年 前 に 定 年 退 職 し た 後 、 あ る きっ か けで 雑 木 林 の 保 全 活 動 に ボラン テ ィア と し て 参 加 す る 機 会

に 恵 ま れ た こ と が 、 森 林 イン ス トラ ク タ ー 資 格 を 取 得 で きた 遠 因 だ っ た と 改 め て 感 じ ま す 。 都 内 に

は 東 京 都 指 定 の 5種 類 （自 然 環 境 、 森 林 環 境 、 里 山 、 歴 史 環 境 、 緑 地 ）の 保 全 地 域 が 計 50か 所 あ

りま す が 、 私 は 日 野 市 と 八 王 子 市 にある 緑 地 保 全 地 域 2か 所 の 保 全 に携 わ って いま す 。

今 後 は FITの 諸 活 動 に 多 く参 加 さ せ て 頂 き、 よ り実 践 的 な 森 林 や 林 業 に 対 す る 知 見 ・技 術 を 深 く

学 び 、 子 供 た ち を 含 む 多 くの 一 般 の 方 々 に 森 や 林 な ど 緑 の 楽 し さ や 重 要 性 を 分 か っ て 頂 け る よ

う に 、 そ し て 保 全 活 動 の 場 に お い て は 森 林 イン ス トラ ク タ ー と し て 、 よ り専 門 的 な 知 識 を 発 揮 す る

こと で 貢 献 で きる よ う にな りた いと 思 いま す 。

初 心 者 マ ー クを 付 けた ば か りな の で 、 諸 先 輩 の ご 指 導 を 頂 きな が ら、 努 力 精 進 し て 早 く1人 前 の

森 林 イン ス トラクタ ー にな れ る よ う に頑 張 って いきた いと 思 いま す 。
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長 谷 川 篤

「八 王 子 市 在 住 の 長 谷 川 篤 と 申 し ま す 。 自 然 の 不 思 議 さ ・奥 深 さ に 魅 了 さ れ 、 森 林 イン ス トラク

タ ー を 志 し ま し た 。 微 力 で す が 、 ど うぞ よ ろし くお願 いいた し ま す 。 」

柴 田 嘉 子

もと もと 生 き物 や 自 然 観 察 が 好 きで 、 家 族 で 山 や 森 に 出 か ける こ と が 多 く、 様 々 な 昆 虫 や キ ノ コ、

鳥 、 植 物 な ど の 写 真 撮 影 を 楽 し む よ う に な りま し た 。 行 くた び に 異 な る 風 景 や 動 植 物 の 様 子 に 出

会 え る こ と に 感 動 し て 、 森 林 の 奥 深 い世 界 に ついて 更 に 深 く学 び た いと いう 気 持 ち が 強 くな っ た の

が 、 受 験 の 動 機 で す 。

入 会 後 、 Z oomの 研 修 を 何 度 か 受 け ま し た が 、 対 面 に は な い メ リットと し て 、 会 場 往 復 の 時 間 が

不 要 で 、 夜 で も 参 加 し や す く、 貴 重 な 学 ぶ 機 会 と な っ て い ま す 。 ま た 、 先 日 対 面 で 行 わ れ た ク ラフ

ト研 修 を 受 講 し て 、 周 到 な 準 備 を 行 な う開 催 者 側 の ご 苦 労 について も学 ぶ こと が で きま し た 。

今 後 、 森 林 イン ス トラク タ ー と し て 、 親 子 の 体 験 プ ロ グ ラム や 自 然 観 察 会 な ど の 機 会 に 、 色 々 な

方 々 に 感 動 や 知 識 を 伝 え られ る よ う に 研 鑽 に 励 み た いと 思 っ て い ま す 。 ど う ぞ よ ろし くお願 い いた

し ま す 。

石 井 由 美 子

東 京 生 ま れ の 東 京 育 ち 。 子 供 の 頃 か ら自 然 の 景 物 が 好 きで 「好 きな 言 葉 」を 聞 か れ る と 「自 然 に

親 し む 」と 答 え て いま し た 。 も う 一 つ好 きな 言 葉 は 「くち び る に 歌 を 」、 合 唱 団 3つ（1つは コ ロ ナ で 活

動 休 止 中 ）に所 属 し て いま す 。

「森 林 イン ス トラクタ ー 」には 、 それ と は 知 らず 自 然 観 察 会 に参 加 し て いた 頃 か ら随 分 お世 話 になっ

て 来 ま し た 。 諸 先 輩 の お陰 で 自 然 界 の 不 思 議 の 数 々 に 触 れ 、 ま す ま す 自 然 へ の 興 味 を 掻 き立 て

られ 、 自 分 も資 格 を 取 ろうと 一 念 発 起 、 今 日 に至 りま し た 。

これ か ら色 々 な 活 動 に参 加 し 、 多 くの 人 が 自 然 に関 心 を 持 つ一 助 にな れ た らと 思 って いま す 。 よ

ろし くお願 いいた し ま す 。

斉 藤 裕 子

「私 の 父 も森 林 イン ス トラクタ ー と し て 、 FITに所 属 し 、 活 動 を し て おりま し た 。 直 接 、 父 か ら話 を 聞

い た こ と は な い の で す が 、 時 々 会 う 母 か ら 「お 父 さ ん は FIT、 FITっ て 夢 中 に な っ て い る の よ 」と よ く

聞 いて いた もの で す 。

遺 品 の 中 か ら、 FITの 仲 間 の 方 た ち と の 、 や り取 りらし きもの が 見 つか りま し た 。 父 は 本 当 に 良 い

仲 間 に恵 ま れ 、 大 好 きな 山 に係 る 活 動 が 出 来 、 と て も充 実 し た 時 間 を 過 ご せ た こと を 知 り、 よ か っ

た な ぁと 思 いま し た 。 そ の よ う な 活 動 の 場 を 与 え て くだ さ った FITと 、 お世 話 にな った 皆 様 に 、 こ の 場

を 借 りま し て 、 お礼 を 申 し 上 げ ま す 。 ありが と うご ざ いま し た 。

私 は 資 格 を 取 る 前 か ら、 時 々 FITの ホ ー ム ペー ジ を 拝 見 し て おり、 試 験 勉 強 に 行 き詰 って いた 昨

年 の 夏 、 た ま た ま 友 の 会 の 資 格 取 得 支 援 講 座 が あ る こ と を 知 り、 受 講 し 、 合 格 す る こ と が で きま

し た 。 今 思 う と 、 私 にも素 晴 らし い出 会 いが す で に始 ま って いた の だ と 思 いま す 。

森 林 イン ス トラク タ ー を 目 指 し た の は 、 父 の 遺 志 を 継 ぐと い う よ う な 大 そ れ た こ と で は な く、 初 め

は た だ た だ 、 花 が 好 きと い う と こ ろか ら の ス タ ー トで す 。 山 に 慣 れ 親 し ん で い た 父 の 足 元 に も 及 び

ま せ ん が 、 何 か 私 な りに 出 来 る こ と か ら一 歩 ず つ始 め て いきた いと 思 っ て おりま す 。 ま だ ま だ 未 熟

者 で ご ざ いま す が 、 皆 様 の ご 指 導 ご 鞭 撻 の ほ ど よ ろし くお願 い申 し 上 げ ま す 。
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田 中 清 子

子 供 の 頃 、 知 らな い草 花 や 樹 々 を 見 て は 「こ れ は 何 ？ 」と 首 を 傾 げ て いま し た 。 図 鑑 を 見 て も 周

りの 大 人 に 尋 ね て も 不 明 の ま ま 、 気 が つ くと 数 十 年 が 過 ぎ て い ま し た 。 20年 ほ ど 前 か ら 山 歩 きを

始 め 、 丘 陵 か ら 奥 山 ま で 様 々 な 森 林 に 入 る よ う に な り、 植 物 の 観 察 会 等 に も 参 加 す る よ う に な っ

て 、 森 林 と の 付 合 い は 徐 々 に 深 ま っ て い きま し た 。 そ の う ち 、 何 と か 体 系 的 に 植 物 や 土 壌 を 学 ん

で み た い、 自 分 に と っ て 謎 が 深 い林 業 に ついて 基 礎 的 な 知 識 を 得 た い 、 よ り良 い森 林 環 境 に 向 け

て 少 し で も 貢 献 し た い と 考 え る よ う に な りま し た 。 人 づ て に 森 林 イン ス トラ ク タ ー 試 験 の 話 を 聞 き、

そ の テ キ ス トを 見 て 、 この 内 容 を 勉 強 し た いと 思 った の が 受 験 の きっか けで し た 。

運 よ く合 格 し た もの の 、 ＦＩＴ初 心 者 の 上 に、 今 の と ころそ の 活 動 に思 う よ う に参 加 で きず 、 五 里 霧

中 の ま ま で す 。 同 期 の 方 達 の 後 ろか ら、 地 道 に た ゆ ま ず 進 ん で いきた いと 思 っ て おりま す 。 よ ろし

くお願 いいた し ま す 。

篠 原 ゆ り子

趣 味 で 登 山 や ハ イキ ン グに行 くほ か 、 仕 事 と し て もハ イキ ン グや 里 山 保 全 活 動 の コー デ ィネ ー ト

を 担 当 し て いま す 。

山 好 きな の にあま りに森 の こと を 知 らな い、 と 思 い、 資 格 を 取 得 し ま し た 。 いろん な 知 識 を 得 て 体

験 す る こと で 、 森 の 魅 力 が もっと 見 え て くる で し ょうし 、 それ を 周 りに伝 え られ る 人 にな りたい、 と 思っ

て いま す 。 ご 指 導 の ほ ど 、 よ ろし くお願 いいた し ま す 。

金 森 康 夫

この た び FITに入 会 さ せ て いた だ きま し た 、 金 森 と 申 し ま す 。

ブ ナが 好 きで 、 日 本 各 地 の ブ ナ林 を 訪 ね 歩 いて いま す 。 ブ ナが 演 出 す る 季 節 感 は 実 に豊 か で 、

雪 を 解 か す 春 の 切 り明 け 、 新 緑 、 緑 鮮 や か な 初 夏 、 黄 金 の きら め き

を 放 つ 秋 と さ ま ざ ま な 表 情 を 見 せ て くれ ま す 。 ブ ナ 林 を 歩 い て い る と

心 が 安 らぐの は 、 多 くの 方 が 思 いを 共 有 す る と ころで し ょう 。

関 東 地 方 で は 玉 原 高 原 が お 勧 め な の で す が 、 も う 少 し 足 を 伸 ば し

て 『奥 利 根 水 源 の 森 』に ど う ぞ お い で 下 さ い 。 私 の 一 番 の お 気 に 入 り

で す 。 樹 海 の よ う な ブ ナ の 森 が 広 が っ て い ま す 。 機 会 あ れ ば 、 経 験

豊 富 な 先 輩 方 とブ ナについて 語 り合 え たらと思 いま す 。 私 の ホー ム ペー

ジ に 、 ブ ナ 林 の 魅 力 に つ い て た くさ ん 綴 っ て い ま す の で 、 ぜ ひ お 越 し

くだ さ 。 http ://a lp ine .s ppd .ne .jp/よ ろし くお願 いいた し ま す 。
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濱 田 明 彦

独 身 時 代 は 北 ア ル プ ス を 中 心 に 、 20代 後 半 は ア ン ナ プ ル ナ と エ ベ レス トに トレッキ ン グ に 行 くほ

ど 登 山 に の め りこ ん で い ま し た 。 結 婚 後 は 登 山 か ら 離 れ ま し た が 、 2人 の 子 ど も 達 に も 自 然 の 豊

か さ を 感 じ て もらおう と 尾 瀬 には 通 って いま し た 。

や が て 子 育 て も終 了 し 、 50歳 半 ば を 過 ぎ た 頃 、 こ の 豊 か な 自 然 を 次 世 代 の 多 くの 子 ど も 達 に 伝

え た い と 思 い 、 ８ 年 前 に 「尾 瀬 認 定 自 然 ガ イド 」の ラ イセ ン ス を 取 得 し 、 忙 し い 水 芭 蕉 と ニ ッコ ウ キ

ス ゲ の 咲 くシ ー ズ ン に ガ イド を 手 伝 う よ う にな りま し た 。 そ の ガ イド の 中 で も尾 瀬 の 魅 力 を 多 く伝 え

て くれ た 方 が 森 林 イン ス トラクタ ー と いう こと を 知 り、 資 格 を 取 得 し よ うと 思 うきっか けで し た 。

高 尾 山 系 や 奥 多 摩 も 東 京 近 郊 に も 関 わ ら ず 自 然 が と て も 豊 か で 尾 瀬 と は 違 っ た 魅 力 が 沢 山 詰

ま って いま す 。 これ か ら先 輩 方 の ア ド バ イス を 受 けな が ら見 聞 を 広 め 、 多 くの 子 ど も達 に自 然 の 素

晴 らし さ を 伝 え 、 豊 か な 自 然 を 維 持 し て いく力 にな って いきた いと 思 いま す 。

関 口 萌 子

私 は 植 物 や 自 然 が 好 きで す 。 こ れ か ら 森 林 イン ス トラ ク タ ー の 皆 さ ん や 自 然 か ら 沢 山 学 び 、 自

然 の 面 白 さ や 大 切 さ を 伝 え られ る 森 林 イン ス トラクタ ー にな れ る よ う 頑 張 りま す ！

東 京 都 木 材 産 業 健 康 保 険 組 合 室 伏 憲 治 （ﾑ ﾛ ﾌｼ ｹﾝｼﾞ）

森 林 イン ス トラク タ ー 試 験 を 目 指 そ う と し た 動 機 は 、 定 年 後 に 何 を し よ う か と 考 え て い た と こ ろ、

会 社 の 同 僚 に 「森 林 イン ス トラ ク タ ー の 活 動 は 楽 し い よ 」と の 話 し を 聞 き、 木 材 建 材 系 の 会 社 で し

た の で 、 ほ か に会 社 の 先 輩 方 も資 格 を 取 って いる 方 も多 く、 興 味 を 持 ち ま し た 。

元 来 、 山 好 きで もあり、 折 角 で す の で もっと 森 林 ・林 業 の こと を 詳 し く知 ろうと 受 験 し ま し た 。

FITに 入 会 し て か ら は 、 森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 、 事 業 部 の 各 グ ル ー プ 活 動 、 外 部 案 件 、 各 研 修

会 、 グリー ン ボラン テ ィア 活 動 、 森 づ くり技 術 講 座 な ど 、 様 々 な 活 動 が ある こ と を 知 り、 自 ら参 加 す

る こ と で 学 べ る 機 会 が 豊 富 にあ る こ と や 、 組 織 と し て も 非 常 に し っか りし て いる こ と も知 り、 今 後 が

非 常 に楽 し み で す 。 「初 心 忘 れ る べ か らず 」の 気 持 ち で 、 FIT事 業 部 か ら教 え られ た 3年 計 画 で 、 ま

ず は 親 子 自 然 観 察 会 の 企 画 ・運 営 な ど の 作 業 項 目 を 通 じ て 、 自 ら を 高 め て い きた いで す 。 ど う ぞ

宜 し くお願 いし ま す 。
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三 井 大 造

ニ レの 会 の 三 井 大 造 で す 。 FITの 「友 の 会 」に ２ 年 間 お 世 話 に な りま し た 。 講 義 （研 修 ）と 実 施 研

修 で 非 常 に 参 考 に な りま し た 。 お 陰 様 で ど う に か 森 林 ｲ ﾝ ｽﾄ ﾗ ｸﾀｰ資 格 試 験 に 幸 い さ せ て い た だ き

ま し た 。 「友 の 会 」で 資 格 試 験 に 合 格 す る の が 目 的 で な く受 か っ た あ と 何 を し た い の か 。 何 を す る

の か が 重 要 で す 。 と の こ と で し た 。 現 在 、 少 し づ つFITの 中 で クラフト等 の 研 修 を 受 けて いま す が 、

当 然 の こと と し て 、 諸 先 輩 方 の 実 績 ・経 験 等 には 遠 く及 ば これ か ら年 齢 を 考 え ず 、 一 生 懸 命 色々

な こと にチ ャレン ジ し て いきた いと 思 って いま す の で よ ろし くお願 いいた し ま す 。

諏 訪 知 子

世 界 中 が コ ロ ナ 禍 の 昨 今 、 日 本 で は 簡 単 に 水 を 使 い手 洗 い す る こ と が で きる 。 そ れ を 「当 然 」と

思 って いる 人 は 少 な くな いだ ろう 。

か つて 私 は 自 然 環 境 や 森 林 に対 し て 無 関 心 で あった が 、 森 林 学 習 によ り、 日 本 の 国 土 の ７ 割 が

森 林 で あ り、 温 暖 多 雨 、 急 峻 な 地 形 に よ り河 川 が 多 く、 森 林 の 源 涵 養 機 能 を 再 認 識 し た こ と で 、

今 で は 自 由 に 水 を 使 え る こ と に 感 謝 を し て い る 。 ま た 、 森 林 生 態 系 が 不 思 議 で 興 味 深 く、 保 全 す

べ きも の だ と 知 っ た 。 し か し 林 業 に 携 わ る 人 の 高 齢 化 、 木 材 価 格 の 低 迷 に 伴 う 森 林 の 手 入 れ 不

足 、 放 置 林 さ らには 植 栽 苗 の 獣 害 な ど 森 林 蓄 積 さ れ た 山 村 で の 仕 事 は 山 積 し て いる 。 林 業 体

験 を し た 時 、 自 分 の 無 力 さ を 感 じ た が 、 出 来 る こと は し た いと いう 思 いは 一 層 強 くな った 。

関 わ り方 は 違 っ て も 、 森 林 や 環 境 に 対 す る 思 い を 持 つ 他 の 森 林 イン ス トラ ク タ ー の 方 々 と 共 に

森 林 に 対 し て 学 び を 深 め 、 森 林 に 直 接 関 わ る こ と で 持 続 可 能 な 環 境 へ の 取 り組 み に 参 加 を し て

いきた い。

菅 原 耕

令 和 ２ 年 合 格 の 菅 原 と 申 し ま す 。 子 ど も の 頃 か ら 自 然 が 大 好 きで 雑 木 林 や 小 川 で 毎 日 遊 ん で

いま し た 。 最 近 に な り、 自 然 に 関 わ る 活 動 に 参 加 し た いと いう 思 い が 再 び 湧 き上 が っ て きて 、 資 格

取 得 に トライし て み よ う と 思 い立 ち ま し た 。 多 くの 時 間 を か け て 取 得 し た 資 格 で す し 、 た くさ ん の 活

動 に 積 極 的 に 参 加 し て いきた いで す 。 自 然 を 通 し た 子 ど も た ち へ の 教 育 活 動 に 興 味 が あ りま す 。

ま ず は 高 尾 山 親 子 自 然 観 察 会 の 成 功 に 全 力 を 注 ぎ た い と 思 い ま す 。 そ し て た くさ ん の 活 動 に 参

加 す る 中 で 経 験 と 知 識 を 蓄 え 、 フィー ル ド を 案 内 で きる 人 間 にな る こと が 目 標 で す 。
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藪 田 卓 哉

岡 山 県 の 南 西 部 、 井 原 市 の 出 身 で す 。 大 学 時 代 は 山 岳 部 に 所 属 し 、 北 ア ル プ ス や 南 ア ル プ ス

に 登 っ て い ま し た 。 岡 山 と 北 海 道 で 少 々 長 め の 学 生 生 活 を 送 っ た 後 、 東 京 に 出 て 来 て 今 年 で 28

年 にな りま す 。

4年 前 に 、 大 田 区 か ら 自 然 豊 か な 八 王 子 市 に 転 居 し た こ と で 、 野 鳥 や 草 花 な ど の 動 植 物 を 身 近

に 感 じ る こ と が 増 え 、 ま た 、 時 間 的 に も 余 裕 が 出 来 た こ と か ら 、 自 然 観 察 会 や 探 鳥 会 ど に 参 加 す

る よ う に な りま し た 。 動 植 物 に 限 ら ず 、 そ れ らが 生 息 す る 森 林 な ど の 自 然 環 境 や 生 態 系 に つい て、

よ り体 系 的 に 勉 強 し た い と 思 っ て い る と きに 、 森 林 イン ス トラ ク タ ー と い う 資 格 を 知 り、 取 得 を 目 指

し た と い う 次 第 で す 。 学 生 時 代 に 陸 水 学 を 専 攻 し て お りま し た の で 、 森 林 内 の 水 の 動 きな ど も 興

味 が ありま す 。

今 後 、 FITの 様 々 な 活 動 に 参 加 し 、 知 識 ・経 験 豊 富 な 諸 先 輩 に 学 ば せ て 頂 くこ と を 楽 し み に し て

おりま す 。 御 指 導 の 程 、 ど うぞ よ ろし くお願 いいた し ま す 。

福 山 容 子

シ ロ ツ メ ク サ の 花 冠 。 ヤ エ ム グ ラ を 丸 くし て シ ャ ツ に 付 け れ ば 兵 隊 さ ん の 勲 章 に 。 ど れ も 最 近 、

散 歩 途 中 に 高 齢 の 母 か ら 教 え て も ら っ た 草 花 を 使 っ た 遊 び だ 。 ま た あ る 時 に は 、 鉈 を 上 手 に 使 っ

て 太 い薪 を あっと 言 う間 に細 か くし て み せ て くれ た 。

戦 争 中 に 幼 少 期 を 過 ご し た 母 は 、 私 よ りず っ と 野 山 の 知 識 が あ る 。 そ ん な 母 に 感 心 す る と 同 時

に 、 自 分 の 森 林 イン ス トラク タ ー と し て の 知 識 や 経 験 が いか に 乏 し い か を 実 感 し て い る 。 そ れ で

も い くつ に な っ て も 学 ぶ の は 楽 し い 。 特 に 自 然 の 世 界 は 驚 きと 不 思 議 に 満 ち て い て 興 味 は 尽 きな

い。 今 後 は 野 山 に も っ と 出 か け 、 多 くの 樹 木 や 植 物 に 触 れ 、 一 歩 ず つ、 ゆ っ くりと 学 び 続 け た い と

思 う 。 そ し て いつか 自 然 の 魅 力 や 不 思 議 さ を 多 くの 人 に伝 え られ る よ うにな れ れ ば と 思 う 。 先 輩 方、

同 期 の 皆 さ ま ど う ぞ 宜 し くお願 いいた し ま す 。



フォレスト通信vol.132 ᲀ ᲀ16ᲀ ᲀ

事 務 局 だ より

新 年 度 よ り 事 務 局 長 を 仰 せ つ か り

ま し た 藤 岡 眞 で す 。 不 束 者 で す が 、

ど うか 宜 しくお願 い致 しま す 。

・政 府 よ り 2021年 1月 に 発 出 さ れ た 緊

急 事 態 宣 言 が 、 ３ 月 2 1 日 を も っ て 解

除 され た ことに 伴 い 、F ITの イ ベ ント活

動 へ の 自 粛 要 請 も 解 除 さ れ ま し た 。

イ ベ ント の 実 施 に 当 た っ て は 、今 後 も

継 続 し て 、 感 染 防 止 対 策 に 十 分 に 配

慮 して くだ さい。

３月 １３日 （土 ）F IT 総 会 が 開 催 さ れ

ま し た 。 ２６名 の 方 が 出 席 さ れ 令 和 ０

３年 度 （2021年 度 ）の 活 動 方 針 、運 営

体 制 な ど が 審 議 さ れ 、 提 案 と お り 承

認 さ れ ま し た 。そ の 内 容 に つ い て は 、

本 F orest通 信 の 総 会 報 告 を 参 照 願 い

ま す 。 な お 今 総 会 で 事 務 局 、 会 計 、

広 報 部 会 、事 業 部 会 、友 の 会 運 営 部

会 の 各 役 員 、 部 会 長 が 退 任 し 、 各 々

新 任 が 承 認 さ れ ま し た 。 前 役 員 、 部

会 長 の 皆 様 、 お 疲 れ 様 で し た 。 新 任

の 皆 様 、よろ しくお願 い 致 しま す 。

F IT ホ ー ム ペ ー ジ （H P）が 4月 1日 よ

り 刷 新 さ れ ま す 。 総 会 修 了 後 に 作 成

中 H Pの 新 デ モ ンス トレ ー シ ョ ンを し ま

した が 、皆 様 か ら の ご 意 見 ・ご 要 望 等

を 受 け て 今 後 さ ら な る ブ ラ ッ シ ュ ア ッ

プ が 図 ら れ て い ま す 。ご 協 力 を 宜 し く

お 願 い致 しま す 。・フ ォ レ ス ト通 信 は 、

広 報 部 会 の 負 担 軽 減 の 観 点 よ り 必

要 最 小 限 の 発 行 と し 、 当 面 、 ① 新 人

紹 介 ・新 年 会 案 内 （12月 発 行 ）、 ② 総

会 案 内 （2月 発 行 ）、 ③ 総 会 報 告 （4月

発 行 ）の 年 3回 とな り ま す 。

・F IT で は 、 会 の 運 営 に あ た り 、 原 則

偶 数 月 第 3木 曜 に 開 催 して い る「森 の

日 」に て 自 由 な 討 議 をして 、運 営 活 動

事 項 を 協 議 実 施 し て い ま す 。 役 員 、

各 部 会 長 の み な ら ず F IT会 員 は だ れ

で も 参 加 で き る会 議 体 で す の で 、F IT

の さ ら な る 発 展 に 向 け 、 皆 様 の 積 極

的 な 参 加 を期 待 して いま す 。

１．お 知 ら せ

（１）名 簿 改 訂

３月 末 日 を 目 途 に 更 新 作 業 中 で す 。

完 成 次 第 会 員 の ペ ー ジ に 掲 載 しま す

の で 、ご 自 分 の 記 載 事 項 を ご 確 認 い

た だ き 、訂 正 事 項 が あ れ ば 事 務 局 あ

て 連 絡 お 願 いしま す 。

２．会 員 情 報

（１） 会 員 数 （令 和 02年 3月 13日 現

在 ）

346名

（２） 入 会 （令 和 2年 度 合 格 者 で 3月

入 会 ）

篠 原 ゆ り 子

（３） 退 会 （含 む 3月 末 退 会 ）

11-0804 勝 屋 裕 、27-3860出 江 俊 夫、

30-4220笹 川 信 之 、13-1241古 野 博
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